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糞便内抗原スクリーニングパネル Fecal Dx® リファレンスガイド

消化管内寄生虫の検査
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年に2回はスクリーニング検査を
Companion Animal Parasite Council(CAPC)のガイドラインでは、消化管内寄生虫を幅広く確実に検出するために、 
糞便内抗原検査を行うことを推奨しています 1–3。この糞便内抗原検査では、他の方法では見逃してしまうかもしれな
い感染を検出することができます 4。

飼い主様が知っておくべき、身近に潜む危険と推奨事項
 

CAPCは、最低でも成犬・成猫には年2回、1歳未満の子犬・子猫には年4回の糞便スクリーニング検査を推奨していま
す。動物の健康状態や飼育形態によっては、より頻回の検査が必要になることもあります。動物を屋外に出すことのリ
スクを飼い主様に伝えましょう。寄生虫の中には皮膚や足元から侵入してくるものもいます。また、動物がグルーミン
グや授乳、汚染された土壌や糞便を食べることで寄生虫を飲み込んでしまうこともあります。さらに、動物から人間に
伝染る感染症もあることを飼い主様に理解してもらうことが必要です 5。

広域スペクトラム駆虫薬の通年使用を推奨
 

消化管内寄生虫、犬糸状虫、ノミ、ダニに有効な駆虫薬は、動物を守るだけでなく、飼い主様にとっても大きな価値が
あります。1年を通して動物を守る必要があることを、飼い主様にしっかり理解してもらいましょう5。 

Fecal Dx 抗原検査による早期発見、早期治療
 

CAPCでは寄生虫感染の診断に糞便内抗原検査を取り入れ、より早期に治療し、駆虫薬の適正使用を推奨していま 
す 1–3。糞便内抗原検査は、プレパテント・ピリオドや単性寄生にも対応できるため、有効な寄生虫対策となります。



CAPCによる推奨事項：
少なくとも年2回の糞便検査を実施

健康な犬猫の糞便スクリーニング検査

Fecal Dx 抗原検査プロトコル

再検査

衛生指導

次の
ステップ

広域スペクトラムの駆虫薬を毎月投与
している健康な動物の再検査は不要
再検査が推奨される場合は、
駆虫薬の投与から10～14日後に
抗原検査と浮游法を実施

リスク因子と糞便の適切な
処理について確認

抗原陰性抗原陽性

適切な駆虫薬の使用、
または対象の寄生虫に有効な
駆虫薬を毎月投与

Fecal Dx® 抗原検査で、鉤虫、回虫、鞭虫、瓜実条虫、シストイソスポラの感染を確認しましょう。
この検査では抗原を検出しているため、検査結果が陽性であった場合は、消化管内に寄生虫が 
存在していることを示唆します。また、寄生虫が産卵をしていない時期や単性寄生であっても、 
寄生虫感染を確認することが可能になります 1–3。

犬糸状虫、消化管内寄生虫、ノミ、
ダニに有効な広域スペクトラムの
駆虫薬を通年投与

現在の予防対策が効果を
発揮していることを伝える
感染のリスク因子と駆虫薬の
通年投与を確認

以下のプロトコルを使用して、Fecal Dx 抗原検査の検査結果を基に次の 
ステップを決定しましょう 。
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ご存じですか？

抗原検査の結果が陽性、もしくは虫卵や片節、オーシストが検出された動物に
は治療を検討してください。

抗原陽性であるにもかかわらず、虫卵や片節が検出されない場合は、 
以下の理由が考えられます。

+  プレパテント・ピリオドのために、虫卵や片節、オーシストが検出されない
+ 単性寄生
+ 間欠的な虫卵や片節、オーシストの排出

抗原陰性であるにもかかわらず、虫卵や片節、オーシストが検出される場合は、
以下の理由が考えられます。

+ 寄生虫に汚染された糞便の摂取（食糞）
+ 抗原量が検出限界以下



感染幼虫を摂取

幼虫が組織内で休眠 
または7日以内に小腸に到達

7～10日後に 
成虫が小腸内で産卵

胎盤や乳汁を 
介して、子犬へ 
感染  

感染幼虫が  
皮膚から
侵入

糞便中に 
虫卵を排出

虫卵が孵化し 
感染幼虫へ成長

感染幼虫へ発育： 
2～9日 
（温度と湿度による）

鉤虫：

感染から虫卵の排泄まで1

犬鉤虫 Ancylostoma caninum の生活環
成犬におけるプレパテント・ピリオド：14～21日

ご存じですか？

+  鉤虫はプレパテント・ピリオドが
短く、幼虫のまま休眠することも
あるため、駆虫薬を毎月投与して 
いる動物であっても、次の駆虫薬
を投与するまでの1ヵ月間に、消
化管に成虫が寄生していることが
あります1。

+  犬鉤虫では駆虫薬に対する耐性
株の存在が知られています6。も
し、駆虫薬の投与10～14日後に
鉤虫が陽性となった場合は、虫卵
の定量試験を実施する必要があ
ります 7。

+  経乳感染によって、10～12日齢の
子犬で虫卵の排出が見られるこ 
とがあります1。

+  犬鉤虫は人獣共通感染症や再感
染のリスクがあるため、成虫が産
卵を始める前に発見することが重
要です1。

臨床症状
粘膜蒼白、貧血、食欲減退、発育不良、被毛粗剛、脱水、黒色タール状の下痢便、 
呼吸器疾患、足の皮膚病変（紅斑、掻痒、丘疹を伴う皮膚炎）などがあります。
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感染幼虫は肝臓と肺を経由して 
小腸で成虫となる

胎盤や乳汁を 
介して、 
子犬へ感染

糞便中に 
虫卵を排出

感染幼虫へ発育： 
2～4週

感染幼虫卵
を摂取

待機宿主を摂取

待機宿主が感染幼虫卵を
摂取

回虫：

感染から虫卵の排泄まで2

犬回虫 Toxocara canis の生活環
成犬におけるプレパテント・ピリオド：21～35日

ご存じですか？

+   回虫の雌が1日に産卵する虫卵数
は約 85,000個で、厚い卵殻で覆
われているため何年にも渡り外界
で生存することができます2。 
Fecal Dx®抗原検査を使えば、虫
卵が排出される前から回虫感染 
の有無を判定することができま
す。

+  犬回虫は人獣共通感染症や再感
染のリスクがあるため、成虫が産
卵を始める前に発見することが重
要です 2。

+  複数の研究から、6ヵ月齢未満の
子犬 の30%以上が犬回虫に感染
し、虫卵を排出していることが知
られています 2。

臨床症状
下痢、嘔吐、腹部膨満、発咳。咳や嘔吐に伴い、犬の口から虫体が吐出されることが
あります。回虫感染は犬回虫によるものが一般的で、病害は1 歳未満の子犬で最も 
強く現れます。
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感染幼虫卵を
摂取

2～10日かけて 
幼虫が小腸粘膜内で発育

約10週後に成虫が 
大腸内で産卵

糞便中に 
虫卵を排出

糞便中の 
感染幼虫卵

感染幼虫へ発育： 
9～21日（温度と湿
度による）

鞭虫：

感染から虫卵の排出まで3

犬鞭虫 Trichuris vulpis の生活環
成犬におけるプレパテント・ピリオド：74～90日

ご存じですか？

+  鞭虫の雌が1日に産卵する虫卵数
は約2,000個で、感染幼虫卵は数
年間に渡り外界で生存すること
ができま す 3。Fecal Dx®抗原検
査を使えば、虫卵が排出される前
から鞭虫感染の有無を判定する
ことができます。

+  プレパテント・ピリオドが長いた
め、若い子犬で鞭虫卵が排出さ
れることは稀です 3。Fecal Dx抗
原検査であれば、プレパテント・
ピリオドの期間であっても、感染
動物の早期発見、早期治療をサ
ポートします。
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臨床症状
不顕性感染が多いですが、顕性化してくる場合は、下痢や粘鮮血便、体重減少、 
脱水、貧血などが見られます。極度の重感染を受ければ死亡することもあります。



感染ノミを
摂取

成虫は小腸に寄生

糞便中に片節を排
出（通常、感染  
2～ 3 週後）

擬嚢尾虫を保った
まま、ノミが成虫
へ成長

ノミの幼虫が 
虫卵を摂取し、 
擬嚢尾虫へ成長

瓜実条虫： 
感染から片節の排出まで8

瓜実条虫 Dipylidium caninum の生活環
成犬におけるプレパテント・ピリオド：14～35日8,10

瓜実条虫は感染ノミを摂取することで、犬や猫へ感染します。 ご存じですか？

+  瓜実条虫は成熟片節の形状が、 
「瓜の実」に似ていることから 、
瓜実条虫と呼ばており 、ノミが 
中間宿主となります 8。

+  犬や猫は感染ノミを摂取すること
で感染します 8。

+  瓜実条虫の体節（片節）1個あた
り、最大25～30個の虫卵が含ま
れます 8。

+  ノミの予防をしなければ瓜実条虫
に再感染する可能性が高くなりま
す 8。

+  犬や猫には様々な条虫が寄生し
ますが、そのなかで最もよくみら
れるのが瓜実条虫です 9。
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臨床症状
不顕性感染が多いため、臨床症状が見られないことがあります。瓜実条虫が病気を 
引き起こすことは稀ですが、片節通過時の刺激が、肛門周囲に掻痒感を与えることが
あります。



糞便中に未成熟 
オーシストを排出

オーシストは排出後 
12時間以内に成熟

糞便中のオーシスト

待機宿主が 
オーシストを摂取

シストイソスポラ： 
感染からオーシストの 
排出まで11

ご存知ですか？

+  湿潤な環境で、極端な低温や高温
でなければ、オーシストは最大1
年間生存できます11。

+  犬や猫の糞便からは時に シストイ
ソスポラによく似たアイメリアの 
オーシストが見つかることがあり
ます11。これは偽りの寄生です。

+  アイメリアは、うさぎやげっ歯類、
鳥類のコクシジウム原虫であり、 
犬猫が感染することはありませ 
ん11。

犬が成熟オーシスト、 
または待機宿主を摂取
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臨床症状
健康な成犬・成猫が感染しても、発症することはあまりありません。若齢、ストレス下、 
免疫抑制状態の場合は、下痢、嘔吐、脱水、元気消失、食欲減退などが みられることが 
あります。

シストイソスポラ Cystoisospora spp. の生活環 
プレパテント・ピリオド：4～13日11

シストイソスポラは、犬や猫に寄生するコクシジウム類の原虫です。 
環境中のオーシストや待機宿主を摂取したりすることで感染します。



病気の犬猫の糞便スクリーニング検査

下痢をしている場合はそれが随伴症状を伴わない単純性下痢なのか、伴う複雑性下痢なのかを鑑別するために、感染症を 
除外しましょう。短期間の単純性下痢の場合は、Fecal Dx®抗原検査および遠心浮游法による糞便検査に加え、受託検査や 
スナップ・ジアルジアによるジアルジア抗原検査が推奨されます。複雑性下痢の場合は、より網羅的な検査であるReal PCR™

下痢パネルが推奨されます。

血便なし

抗原検査または 
糞便検査が陽性

標的治療の実施

血便あり

すべて陰性

広域スペクトラムの
駆虫薬による試験

的駆虫

RealPCR™ 下痢パネル と  
Fecal Dx® 抗原検査

パルボウイルス検査
RealPCR™ 下痢パネルと 
Fecal Dx® 抗原検査

Fecal Dx® 抗原検査＋ジアルジアと
糞便検査

RealPCR™ 下痢パネル

下痢が24時間以上持続する場合

下痢の犬猫

病歴、臨床症状、身体診察

陰性 陽性

治療への反応が  
乏しい場合、 
重複感染を確認

複雑性下痢 （随伴症状あり）
+ 全身症状あり（例：元気・食欲低下）
+ 重度または出血性下痢
+ 再発または持続的な下痢
+ 複数頭が発症

単純性下痢 （随伴症状なし）
+ 下痢以外に目立った異常がなく、臨床的

には健康
+ 発症から24時間未満の軽度な下痢
+ 1頭のみが発症
+ 変食、または直近での 

食事内容変更の可能性

+ 治療前に糞便を採取

+  ベーシック検査（完全血球計算 [CBC]、 
IDEXX SDMA®を含む血液化学検査、 
尿検査）を必要に応じて実施

+ 検査結果が揃うまでの間、必要に応じ
て支持療法を開始

結果が陰性、または標的治療を実施しても 
下痢が持続する場合、原発性もしくは非感染性の 
併存疾患を確認

+  食事の変更（高繊維食または 
新規蛋白質 / 低アレルゲン食）

+ コバラミン（ビタミンB12）、葉酸、TLI、  
Spec cPL® / Spec fPL®を測定

+ 腹部の超音波検査
+ 内視鏡または開腹による消化管の生検
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ご存知ですか？
症状のある犬猫には、RealPCR™ 下痢パネルも有用です。 消化管内
に寄生する幅広い病原体に対応しており、ウイルスや細菌、 毒素、 
クリプトスポリジウムのような鏡検での発見が難しい原虫の検出が
可能です。
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家庭で出来る 
寄生虫感染の予防法
動物病院への定期来院とスクリーニング検査に加えて、 
CAPCガイドラインの推奨事項を飼い主様に伝えましょう5。 

 

食事と水

+  犬には市販のペットフードまたは加熱調理された食品を与えるように 
しましょう。

+ 生の食べ物はお勧めしません。

+ 犬が新鮮な水を飲めるようにしましょう。

屋外での活動

+ 野生動物や汚染された糞便に犬を近づけないようにしましょう。

+  犬のリードは外さないこと、また犬がフェンスの外に出て行かないよう
にしましょう。

+ 猫は室内で飼いましょう。

+ 使用後の砂場にはカバーをかけましょう。

 衛生管理

+ 素手で動物の糞尿には触れないようにしましょう。

+ 意図せず糞便に触れてしまった場合は、直ちに手を洗いましょう。

+ 公共の場所では、糞便をすぐに拾って処分しましょう。
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